
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

1

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考

公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

消防施設管理運営事業 薩摩川内市 784,100,285 661,086,000

2
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

総合運動公園指定管理委
託事業

薩摩川内市 59,856,000

薩摩川内市 86,508,000 63,928,000

24,000,000

3 福祉対策措置
保健センター管理運営事
業

薩摩川内市 157,324,411 106,070,000

4 福祉対策措置
地区コミュニティ協議会
活動支援事業

12,586,0005 福祉対策措置
中央図書館施設管理運営
事業

薩摩川内市 17,472,683



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

薩摩川内市一円

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等
措置

消防施設管理運営事業

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策と目標

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度

令和７年度

成果実績 ％ 3.4

目標値

令和６年度

事業期間の設定理由 第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

5

達成度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により消防職員を安定雇用することができ、これにより消防行政の運営及び普通救命講習の開催に努め、地
域住民が安心して暮らせるまちづくりに寄与することができました。
　普通救命講習の受講者数に係る目標達成度は６８％となり、目標値には及びませんでしたが、災害対応や救命率の向上につ
ながる活動を実施することができました。
　今後も、評価目標達成に向けて、関係機関との連携強化や、消防・防災体制の充実に努め、安全・安心なまちづくりの実現
を目指します。

68

評価年度の設定理由

事業実施翌年度に評価を実施するため

普通救命講習の年間の
受講率　5％

普通救命講習の令和
６年度受講者数／人
口（13歳以上75歳未
満）×100

　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅱ　生活環境　快適で魅力的な住み続けたいまちづくり
　　  施策１　市民の安全確保と防災対応の推進
　　　  市民と行政の役割分担
　　　　 ◆ 関係機関とのネットワーク化や消防・防災体制の充実に努めます。
　　　　 ◆ 地域防犯活動を促進し、安全・安心なまちづくりを推進します。

　目標：全市民に対する普通救命講習受講率　６０％（令和６年度）

％

％

交付金事業の概要

　地域防災力の向上や、消防・救急体制の充実し、市民が安心して暮らせる環境づくりのため、薩摩川内市内にある７箇所の
消防本部・署の管理運営費に充当しました。

令和６年４月から令和７年３月の消防局職員１６０名の人件費



うち文部科学省分

うち経済産業省分

評価に係る第三者機関等の活用の有無

1,875

活動見込 人月

無

97.83達成度

666,523,000 627,337,000 661,086,000

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

99.52

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度

令和６年度

消防職員の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間（月））

活動実績 人月 1,828 1,849

1,884 1,8841,890

令和６年度 備考

％ 97.03

総事業費 745,997,041 776,920,522 784,100,285
平成20年度～令和6年度

11,922,407,672

交付金充当額 666,523,000 627,337,000 661,086,000

交付金事業の担当課室 薩摩川内市　消防局　消防総務課

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　消防局　消防総務課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 消防局職員１６０名 784,100,285



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策と目標

　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅴ　教育文化　次世代を担う人と文化を育むまちづくり
　　　施策５　スポーツ活動を楽しむ環境整備
　　　　市民と行政の役割分担
　　　　 ◆ 市民のスポーツ活動への参加を促進するとともに、各種スポーツ活動の場を提供します。
　　　 　◆ 安全で安心なスポーツ施設の整備、競技スポーツの振興、指導者養成の支援を推進します。

　目標：市民が気軽にスポーツに親しむ環境が整い、日常的にスポーツを楽しんでいる。

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画の終期まで

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市運動公園町総合運動公園地内

2
公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等
措置

総合運動公園指定管理委託事業

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

年間利用者数４０万人
以上を維持

総合運動公園の令和
６年度の年間利用者
数

成果実績 人 337,269

目標値 人 400,000

達成度 ％ 84.3

交付金事業の概要

　総合運動公園は、総合体育館、野球場及び陸上競技場などが整備され、年間約４０万人が利用しています。また、令和５年
度には特別国民体育大会鹿児島大会（バスケットボールなど）の開催会場、さらには、日本オリンピック委員会からバレー
ボール競技強化指定センターとして総合体育館が認定されるなど、県内外から非常に評価が高い施設となっており、本市のス
ポーツ活動の拠点として必要不可欠な施設です。今後も多くの利用者が当該施設を利用することから、当該事業に交付金を充
当しました。

　総合運動公園における指定管理委託料（人件費を除く）
　 ●対象施設：総合運動公園（総合体育館、陸上競技場、野球場、全天候型運動広場など）
　 ●充当期間：令和６年４月～令和７年３月



交付金事業の担当課室 薩摩川内市　経済シティセールス部　経済政策課

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　経済シティセールス部　経済政策課

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画終期の翌年度に評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金により、本市のスポーツ活動の拠点として必要不可欠な施設である総合運動公園の維持管理をすることができまし
た。
　成果指標に係る目標達成度は８４％で、目標達成することはできませんでしたが、スポーツ施設の環境整備に寄与できたと
評価します。次年度以降も引き続き多くの方に利用していただけるよう、安全で安心なスポーツ施設の維持に努め、指定管理
者による総合運動公園の安定した管理運営を行います。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度 令和６年度

総合運動公園年間開館日数

活動実績 日／年 363 366 364

活動見込 日／年 363 366 365

達成度 ％ 100 100 99.7

24,000,000

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 60,689,000 60,091,000 59,856,000
平成26年度～令和6年度

871,124,345

うち経済産業省分 24,000,000 24,000,000 24,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

維持管理運営委託 随意契約（指定管理者制度）
公益財団法人薩摩川内市民まちづくり公社
（鹿児島県薩摩川内市）

59,856,000

交付金充当額 24,000,000 24,000,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

3 福祉対策措置 保健センター管理運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市一円

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策と目標

　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅰ　健康・福祉　健やかに生き生きと暮らせるまちづくり
　　　施策１　生涯を通じた健康づくりの推進と医療体制の充実
　　　　市民と行政の役割分担
　　　　 ◆ 健康づくりに対する市民意識向上のための普及啓発に努めるとともに、健康づくり事業を推進し
　　　　　　ます。
　　　施策２　安心して子どもを産み育てられる支援の強化
　　　　市民と行政の役割分担
　　　　 ◆ 子育てしやすい環境づくりのため、多様なニーズに応じた育児支援の充実に努めます。

　目標：健康に対する市民の意識が向上し、地域に求められる医療体制が整っている。
　　　　子育てしやすい環境が整い、安心して生み育てることができている。

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画の終期まで

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

この地域で子育てをし
たいと思う親の割合
９７.０％

「この地域で子育て
をしたいと思う」と
回答した人数÷「母
子保健」に係るアン
ケート調査回答者数
×100（令和６年度
アンケート）

成果実績 ％ 95.6

目標値 ％ 97

達成度 ％ 98.6

交付金事業の概要

　薩摩川内市では、第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画の「政策Ⅰ　健康・福祉健やかに生き生きと暮らせるまちづく
り」の「施策１　生涯を通じた健康づくりの推進と医療体制の充実」及び「施策２　安心して子どもを産み育てられる支援の
強化」に取り組んでおり、健康に対する市民意識の向上や、健康づくりの推進、多様なニーズに応じた子育て支援の充実を図
るため、保健センターの運営に交付金を充当しました。

令和６年４月～令和７年３月の保健センター職員３２名の人件費



交付金事業の担当課室 薩摩川内市　保健福祉部　市民健康課

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　保健福祉部　市民健康課

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画終期の翌年度に評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、保健センターに常駐する職員３２名を安定雇用することができ、これにより救急医療体制等の充
実、保健指導事業・母子保健事業・健康増進事業・感染症予防事業等の安定的な管理運営体制の充実に寄与しました。
　成果指標に係る目標達成度は９８．６％で、目標を達成することができませんでしたが、今後も引き続き、保健センターの
人件費の一部に充当することで健康づくり及び子育て支援の充実を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度 令和６年度

保健センター職員の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間（月））

活動実績 人月 309 325 360

活動見込 人月 324 360 432

達成度 ％ 95.37 90.28 83.33

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 129,650,383 133,195,152 157,324,411
平成21年度～令和6年度

1,838,887,433

交付金充当額 105,200,000 106,300,000 106,070,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 105,200,000 106,300,000 106,070,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 保健センター職員３２名の人件費 157,324,411



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

4 福祉対策措置 地区コミュニティ協議会活動支援事業

　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅵ〔地域経営〕市民みんなで考え、行動するまちづくり
　　　施策１　地域力を発揮するコミュニティ活動等への支援
　　　　① 地域の自立・活性化への支援
　　　　 ◆ 自ら課題解決できる地域の自立を促すため、地域の特色ある活動やコミュニティビジネスの展開
　　　　　　と定着化を支援します。

　目標：主体的に地域の課題解決に取り組み、自立した地域づくりが実施されている。

事業期間の設定理由 第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画の終期まで

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所

交付金事業の概要

　地域コミュニティ機能の充実を図るため、薩摩川内市内にある48箇所の地区コミュニティ協議会のコミュニティ主事の人件
費に交付金を充当しました。

令和６年４月～令和７年３月の地区コミュニティ協議会主事４７名の人件費

令和２年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

成果目標 成果指標 単位 評価年度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

％ 80

評価年度の設定理由

事業実施翌年度に評価を実施するため。

事業開始年度

薩摩川内市一円

地区コミュニティ活性
化事業補助金利用団体
数
１５団体／年

成果実績 団体 12

令和６年度の地区コ
ミュニティ活性化事
業補助金利用団体数

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

目標値 団体 15

達成度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　各地区に配置したコミュニティ主事の支援により、各地区コミュニティ協議会にて当該補助金を活用した既存事業の改善や
新規事業への着手の取り組みが見られ、各地区のコミュニティ活動の一層の充実が図られました。
　補助金利用団体数に係る目標達成度は８０％であり、目標値には届きませんでしたが、地域の自立・活性化に寄与できたと
評価します。
　次年度以降も引き続き人件費の一部に交付金を充当することでコミュニティ機能の充実を図ります。

令和７年度

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策と目標



511 534

活動見込 人月 504 540

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

515

達成度 ％ 98.21 99.22 98.89

活動実績

交付金事業の担当課室 薩摩川内市　未来政策部　コミュニティ課

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　未来政策部　コミュニティ課

人件費 雇用 地区コミュニティ協議会主事４７名 86,508,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

60,700,000 52,200,000 63,928,000

交付金充当額 60,700,000 52,200,000 63,928,000

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 69,300,000 73,328,500 86,508,000
平成20年度～令和6年度

1,036,731,346

令和６年度

コミュニティ主事の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間（月））

人月 495



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

中央図書館開館日数１
００％

令和６年度の開館日
数／開館計画日数×
100
（計画閉館日数を除
く）

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

交付金事業の概要

　令和６年４月～令和７年３月の図書館施設職員３名の人件費を電源立地地域対策交付金を活用することで、市民の自主的な
学習・文化・余暇活動を支援する生涯学習の拠点施設である図書館の充実を図りました。

令和６年４月～令和７年３月の中央図書館施設職員３名の人件費

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策と目標

　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅴ　教育文化　次世代を担う人と文化を育むまちづくり

　　　薩摩川内市教育振興基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　　　第４章　今後の５年間に取り組むべき施策
　　　　　Ⅲ　生涯学習の充実をめざす環境づくりの推進
　　　　　　２　図書館機能の充実と読書活動の推進
　　　　　　　市民の自主的な学習・文化・余暇活動を支援する生涯学習の拠点施設として、市民に親しま
　　　　　　　れ、利用しやすく市民生活の役に立つ図書館づくりを目指します。

　目標：いつでも・どこでも学ぶ機会が提供され、日常生活で生きがいや充実感を感じており、併せて、国際
        理解が進んでいる。

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 薩摩川内市教育振興基本計画の終期まで

番号 措置名 交付金事業の名称

5 福祉対策措置 中央図書館施設管理運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市一円



交付金事業の担当課室 薩摩川内市　教育部　中央図書館

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　教育部　中央図書館

うち経済産業省分 15,700,000 14,500,000 12,586,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 図書館施設職員３名 17,472,683

交付金充当額 15,700,000 14,500,000 12,586,000

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 16,691,174 17,279,649 17,472,683
平成25年度～令和6年度

220,714,901

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度 令和６年度

図書館施設職員の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間（月））

活動実績 人月 31 36 35

活動見込 人月 36 36 36

達成度 ％ 86.1 100 97.2

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業実施の翌年度に、成果として評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金を活用することにより、施設職員３名の人件費に充当することができ、安定した施設運営を行うことができまし
た。また、生涯学習の拠点施設である図書館機能を充実することにより、市民の自主的な学習・文化・余暇活動の支援が図ら
れました。
　中央図書館の開館日数に係る目標達成度は100％で、利用しやすく市民生活の役に立つ図書館づくりに寄与できたと評価し
ます。
　次年度以降も引き続き人件費の一部に交付金を充当することで図書館機能の充実を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

1 地域活性化措置 学校給食費補助事業 薩摩川内市 79,742,838 48,000,000

48,000,00079,742,838

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

　本交付金を活用し、令和6年6月～令和7年3月の学校給食センターにおける園児、児童及び生徒の学校給食費の補助を行い、安定的な学校
給食の提供に努めることができました。本事業における給食実施率は、100％であり、目標を達成することができました。
　次年度についても、本事業を継続し、児童及び生徒の学校給食のさらなる充実を図ります。

交付金事業の概要

　薩摩川内市の学校給食は、５つの学校給食センターにおいて、市内の公立幼稚園及び小学校と中学校、義務教育学校に１日当たり約８，
５００食を提供しています。昨今の物価高騰に伴い、学校給食の食材調達に係る経費が増加していることから、保護者負担を増加させるこ
となく学校給食の質・量を確保し、安定的に学校給食を提供することで、地域の未来を担う人材である児童及び生徒の心身の健全な発達に
資するために学校給食費を補助しました。

●令和6年6月～令和7年3月の学校給食センターにおける園児、児童及び生徒の学校給食費の補助

100

評価年度の設定理由

事業完了後の翌年度の成果指標をもとに評価するため

学校給食センター給食実施
率　100％

令和６年度の学校給食
センター給食実施日数
(日)／学校給食セン
ター給食実施計画日数
(日)×１００
(※施設の不備以外によ
る未実施日は実施計画
日数から除く)

目標値

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の
主要政策・施策と目標

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度

令和７年度

成果実績 ％ 100

令和６年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　政策Ⅴ　教育文化　次世代を担う人と文化を育むまちづくり

薩摩川内市教育振興基本計画（令和２年度～令和６年度）
　施策の方向：知・徳・体の調和のとれた生きる力を育む教育の推進
　施策：学校給食の充実

ア 学校給食の管理、運営体制の整備
学校給食センターにおいては、施設設備の日常点検、定期点検を行いながら、安全・安心でおいしい学校給食の提供
に努めるとともに、老朽化した施 設設備については、年次的に整備に努め適正な運営を図ります。

イ 安全・安心な学校給食の充実
安全・安心な食材の使用や地場産物の活用を推進するために関係機関の連携を図ります。

目標：充実した環境のもとで、知・徳・体の調和のとれた「未来をたくましく生きる力」が育まれている。

％

％ 100

達成度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

薩摩川内市上川内町ほか4件

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所

1 地域活性化措置 学校給食費補助事業



交付金事業の担当課室 薩摩川内市　教育委員会　教育部　教育総務課

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　教育委員会　教育部　教育総務課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

給食費の補助 補助
市内５学校給食センター
（川内、樋脇、入来祁答院、上甑島、下甑島）

79,742,838

総事業費 79,742,838

交付金充当額 48,000,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度

給食費補助件数（対象人数×食数）

うち文部科学省分

うち経済産業省分

活動実績 件 1,158,277

1,207,016

48,000,000

備考

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

活動見込 件

無

達成度 ％ 95.96



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

1 福祉対策措置 子ども医療費助成事業 薩摩川内市 125,101,516 52,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

　本交付金を活用し、本市に住所を有する子供の保護者に対し、医療費の自己負担分を助成することができました。本事業の実施により、子
育て支援がより充実したものとなりました。
　子育て支援に関する市の施策について満足している市民の割合は、60.2％となり、目標値には及びませんでしたが、子供の福祉の増進に寄
与することができました。
　今後も、子育てしやすい環境づくりに努め、子供の育成に対する支援をより強固なものにしていく予定です。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

子育て支援に関する市の
施策について満足してい
る市民の割合
６４％

令和６年度の市民ア
ンケートにおいて
「子育て支援に関す
る市の施策」に満足
と答えた人数／市民
アンケートの回答数
×１００

成果実績 ％ 60.2

目標値 ％ 64

達成度 ％ 94

評価年度の設定理由

事業完了後の翌年度の成果指標をもとに評価するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

番号 措置名 交付金事業の名称

1 福祉対策措置 子ども医療費助成事業

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策と目標

　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　政策Ⅰ 健康・福祉　健やかに生き生きと暮らせるまちづくり
　　施策２　安心して子どもを産み育てられる支援の強化

　市民と行政の役割分担
◆ 子育てしやすい環境づくりのため、多様なニーズに応じた育児支援の充実に努めます。

　目標：子育てしやすい環境が整い、安心して産み育てることができている。

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市一円

交付金事業の概要

　本市に住所を有する子ども（１８歳に到達して最初の３月３１日まで）の保護者に対し、子どもが、病気やけがなどで医療機関などを受
診した際に保険診療で支払う医療費の自己負担分のうち市単独事業に該当する部分に電源立地地域対策交付金を充当し、助成しました。経
済的理由で受診を控えることによる症状の重症化を防ぎ、子どもの保健の向上及びその健やかな育成に寄与し、もって子どもの福祉の増進
を図ることを目的として実施しました。

●令和6年7月～令和7年1月の診療に対する小・中学生への医療費助成
●令和6年7月～令和7年1月の診療に対する高校生への医療費助成



交付金事業の担当課室 薩摩川内市　保健福祉部　子育て支援課

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　保健福祉部　子育て支援課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

子ども医療費の補助 補助 子ども医療費補助対象者 125,101,516

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 52,000,000

うち文部科学省分

総事業費 125,101,516

うち経済産業省分 52,000,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

無

達成度 ％ 114.72

医療費助成額

活動実績 円 125,101,516

活動見込 円 109,046,280

評価に係る第三者機関等の活用の有無



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

薩摩川内市上甑島診療所整
備基金造成事業

薩摩川内市 260,000,000 260,000,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

薩摩川内市上甑島診療所整備基金造成事業
公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等
措置

1

事業期間の設定理由 上甑島診療所整備基金造成事業実施計画による。

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和１０年度

医療体制に対する満足
度
７０％

医療体制に対して
「満足」と回答し
た人数÷令和９年
度住民アンケート
回答者数×１００

成果実績 ％

目標値 ％ 70

達成度 ％

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の
主要政策・施策と目標

　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅰ　健康・福祉　健やかに生き生きと暮らせるまちづくり
　　　施策１　生涯を通じた健康づくりの推進と医療体制の充実
　　　　③ 医療体制の整備
　　　　　◆ 甑島地域の医療体制については、診療施設の効率的配置及び充実を図り、医師、看護師の負担を軽減することによ
　　　　　　 る安定的な医療体制の確保に努めます。

　目標：健康に対する市民の意識が向上し、地域に求められる医療体制が整っている。

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和８年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市上甑町地内

交付金事業の概要

　甑島島内には12施設の市立診療所があり、このうち常勤医が配置されている診療所は5施設で、残りの7施設は出張診療所と
なっています。少子高齢化の進行により診療所の受診者は年々減少し診療収入も減少しています。また、診療所は築40年以上経
過しているものが大半を占め、老朽化が著しく、維持管理コストが高いため、計画的整備が必要です。そうしたことから令和8年
を目標に、上甑診療所に里診療所及び鹿島診療所を集約し、上甑島診療所を整備する計画を登載した甑島診療所再編方針を令和4
年2月に策定しました。その計画に則り、地域住民から信頼される安全・安心な医療を提供し市民福祉の向上を図るため、老朽化
した医療施設を新たに整備するための基金を造成するものです。

　薩摩川内市上甑島診療所整備に係る基金造成
　・対象施設：薩摩川内市上甑島診療所
　・工事内容：上甑島診療所新設に係る工事請負費
　・期　　間：令和５年度～令和８年度



交付金事業の担当課室 薩摩川内市　保健福祉部　市民健康課

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　保健福祉部　市民健康課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

基金造成 積立 ― 260,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 180,000,000 260,000,000 (令和5年度～令和6年度までの総事業費)

うち文部科学省分

総事業費 180,000,000 260,000,000 440,000,000円

うち経済産業省分 180,000,000 260,000,000

交付金事業の総事業費等 令和５年度 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度 令和６年度

260,000,000

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100 100

診療所整備に係る基金事業実施計画に基づ
く基金積立

活動実績 円 180,000,000 260,000,000

活動見込 円 180,000,000

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

上甑島診療所整備基金造成事業実施計画における施設整備等実施の翌年度の指標を成果として評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金を活用し、上甑島診療所整備基金造成事業実施計画に基づき、基金積立を行うことができました。次年度について
も、計画に基づいて基金積立を行う予定です。
　なお、成果指標については令和１０年度に改めて評価します。




